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サンシャインシティの開業に合わせて制作されたパブリックアートです。
片岡画伯が原画を、壁画家ルイ・フランセン氏が造形を担当しました。江
戸時代、いろいろな場所から眺められた霊峰富士が力強いタッチで描かれ
ています。（13ページにも解説あり）

「江戸の四季」陶板壁画 原画・片岡　球子　原画・片岡　球子　
造形・ルイ・フランセン造形・ルイ・フランセン（ベルギー）（ベルギー）  １９７８年11月  １９７８年11月

豊島区内最大級の常設展示作品　サンシャイン60ビル１階正面西側外部豊島区内最大級の常設展示作品　サンシャイン60ビル１階正面西側外部

≪銘板≫
「霊峰富士は、四季を通じてこの江戸、即ち東京の地を守り、
人々の心を清めるかの様な勇姿をあらわしている。
梅、桜花、牡丹に花菖蒲、菊に南天を添えて献花したい。」
� 片岡　球子
【
解
　
説
】

人生を豊かに、健やかに、ともに生きる！人生を豊かに、健やかに、ともに生きる！
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日
頃
よ
り
、
本
区
の
高
齢
者
施
策
に

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
春
、
豊
島
区
で
は
区
の
最
高
指
針

で
あ
る
基
本
構
想
、
そ
し
て
そ
の
実
現

に
向
け
た
基
本
計
画
を
新
た
に
策
定
い

た
し
ま
し
た
。
策
定
に
あ
た
っ
て
、
何

よ
り
も
重
視
し
た
こ
と
は
、
区
民
の
皆

様
と
共
に
考
え
、
意
見
交
換
を
行
い
な

が
ら
、
共
に
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
で

す
。
高
齢
者
ク
ラ
ブ
か
ら
も
策
定
に
あ

た
っ
て
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
う
し
て
共
に
築
い
た
新
し
い

未
来
へ
の
大
き
な
目
標
に
向
け
、
引
き

続
き
区
民
の
皆
様
の
声
を
大
切
に
受
け

止
め
な
が
ら
、
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
高
齢
者
に
関
連
す
る
施
策
で

は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
重
要
課
題
と

位
置
付
け
て
お
り
ま
す
。
そ
の
実
現
に

向
け
て
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
の
様
々
な
活
動
を
後
押
し

し
、
元
気
な
高
齢
者
が
活
躍
す
る
豊
島

区
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

皆
様
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
豊
島
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
会
員

の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
申

し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。　

豊
高
連
と
共
に
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

豊
島
区
長
　
高
際
み
ゆ
き

元
気
な
高
齢
者
が
た
く
さ
ん
住
む
ま
ち

豊
島
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
外
山
　
克
己

令
和
７
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
い
ろ
い
ろ

な
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
始
め
ま
し
た
。

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
事
業
に
は
会
員
の
皆

さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加
ご
協
力
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
会
の
活
動
は
「
元
気
な
高
齢
者
が

た
く
さ
ん
住
ん
で
い
る
ま
ち
豊
島
区
」
に

な
れ
ば
と
の
目
標
を
掲
げ
て
活
動
し
て
い

ま
す
こ
と
ご
高
承
の
と
お
り
で
す
。

令
和
７
年
度
か
ら
は
特
に
「
い
き
い
き

豊
島
シ
ニ
ア
大
学
」
と
し
て
、
音
楽
会
や

落
語
会
・
認
知
症
等
の
各
種
講
座
・
健

康
教
室
を
「
公
開
講
座
」
に
し
て
会
員

以
外
の
区
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
参
加
い
た

だ
く
機
会
を
多
く
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

豊
島
区
は
一
人
住
ま
い
の
高
齢
者
が
多

い
ま
ち
で
す
が
、
元
気
な
高
齢
者
が
多
い

豊
島
区
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
、
で
き

る
だ
け
一
人
住
ま
い
の
高
齢
者
も
ご
参
加

い
た
だ
く
よ
う
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

ま
た
事
業
の
実
施
内
容
を
で
き
る
だ

け
見
え
る
化
し
、
区
民
の
皆
さ
ん
が
高
齢

者
ク
ラ
ブ
は
ど
ん
な
活
動
や
事
業
を
行
っ

て
い
る
か
を
Ｈ
Ｐ
や
広
報
誌
で
見
て
い
た

だ
き
、
も
っ
と
も
っ
と
見
え
る
化
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

５
月
に
令
和
７
年
の
総
会
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
今
年
度
事
業
を
実
施
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
か
な
り
厳
し
い
予
算
の

中
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
と
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
ま
し
た
。

ま
た
役
員
体
制
も
、
永
年
お
務
め
く
だ

さ
っ
た
２
人
の
副
会
長
が
退
任
さ
れ
た
の
で

若
返
り
を
図
り
、
女
性
の
副
会
長
も
選
任

い
た
し
ま
し
た
。
退
任
の
副
会
長
の
う
ち
一

方
は
Ｈ
Ｐ
の
作
成
や
広
報
活
動
で
功
績
が

あ
り
ま
し
た
し
、
も
う
一
方
は
会
長
補
佐

を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
退
任
後

は
相
談
役
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
会
は
女
性
の
会
員
が
全
体
の
３
分

の
２
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
女
性
の
活

動
の
活
発
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会長あいさつ区長あいさつ

令和７年８月15日（2）いきいき豊島第109号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



令
和
７
年
度　

第

令
和
７
年
度　

第
6363
回
定
時
総
会

回
定
時
総
会

新
体
制
発
足
　
魅
力
あ
る
事
業
を

新
体
制
発
足
　
魅
力
あ
る
事
業
を

５
月
16
日
（
金
）
午
後
、
Ｉ
Ｋ
Ｅ

－

Ｂ
ｉ
ｚ
と
し
ま
産
業
振
興
プ
ラ
ザ

で
、
当
連
合
会
の
第
63
回
定
時
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
区
高

連
傘
下
の
66
ク
ラ
ブ
か
ら
１
３
３
名

の
役
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
こ
の
１
年
間
の
物
故
者
の

皆
さ
ま
方
に
黙
祷
を
捧
げ
、
会
長
あ

い
さ
つ
、
天
貝
勝
己
豊
島
区
副
区
長

ご
祝
辞
、
各
種
表
彰
、
来
賓
祝
辞
と

続
き
ま
し
た
。

外
山
会
長
は
、
元
気
な
高
齢
者
が

多
く
住
ま
う
豊
島
区
に
す
る
こ
と
に

重
点
を
置
い
て
、活
動
・
事
業
を
行
っ

て
い
る
と
報
告
し
、
高
齢
者
が
元
気

で
あ
る
源
は
「
仲
間
と
語
り
合
う
」

「
運
動
を
す
る
」「
食
事
に
注
意
す
る
」

「
地
域
に
役
立
つ
活
動
を
す
る
」
等

が
あ
げ
ら
れ
る
、
魅
力
あ
る
楽
し
い

事
業
を
続
け
て
い
く
。
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

式
典
を
終
え
た
後
、議
事
を
行
い
、

全
て
順
調
に
審
議
可
決
さ
れ
令
和
７

年
度
の
新
役
員
体
制
も
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
【
議
題
】

総
会
【
議
題
】

１
．
令
和
６
年
度　

事
業
経
過
報
告

２
．
令
和
６
年
度　

収
支
決
算
報
告

３
．
監
査
報
告　

記
念
行
事
等　

 

４
．
役
員
改
選

５
．
令
和
７
年
度　

事
業
計
画
案

６
．
令
和
７
年
度　

収
支
予
算
案

区
高
連
相
談
役�

　

②
竹
野　

康
二

　
　

相
談
役�

　

①
杉
山　

鈴
谷

区
高
連
会
長�

　

外
山　

克
己

　
　

副
会
長�

　

西
村　

敏
男

　
　

副
会
長　

�

④
神
永　

正
行

　
　

副
会
長�

　

石
川　

和
代

　

新
役
員
と

　

新
役
員
と

　
　
　

女
性
委
員
会
名
簿

　
　
　

女
性
委
員
会
名
簿

◎
企
画
総
務

総
務
部
長�　
（
兼
）
＊
神
永　

正
行

広
報
部
長�　
（
兼
）
＊
杉
山　

鈴
谷

会
計
副
部
長�

（
兼
）
＊
石
川　

和
代

会　

計　

�

＊
橋
本　

輝
雄

◎
福
利
厚
生

文
化
保
健
部
長　

⑤
＊
渡
邊　

敏
史

体
育
部
長�

　

⑧
＊
小
倉　

健
二

◎
友
愛
奉
仕

友
愛
奉
仕
部
長�

　

＊
佐
々
木
敬
彦

◎
会
計
監
事

�

⑦
＊
保
刈　

孝
彦

�

＊
飛
田　

和
江

　
　
　
（
○
数
字
は
ブ
ロ
ッ
ク
長
）

　
　
　
（
＊
は
常
任
理
事
兼
務
）

◎
常
任
理
事

　
　

吉
田　

英
昭　
　

小
森　

孝
光

　

③
杉
田　

博
幸　
　

小
久
保
高
子

　
　

高
橋
み
よ
子　
　

髙
橋　

朝
世

　
　

宮
城　

敏
男　
　

井
田　

謙
三

　

⑥
小
川　
　

清　
　

山
田　

忠
義

　
　

福
田　

房
子　
　

鈴
木　

宏
明

　
　

鈴
木　

孝
司

◎
女
性
委
員
会

委
員
長�

　

大
門　

幸
代

副
委
員
長　

�

原　

ハ
ツ
エ

《
各
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
委
員
》

第
１　

原　

ハ
ツ
エ　

小
川　

綾
子

第
２　

大
門　

幸
江　

佐
々
木
信
子

第
３　

太
田
く
に
子　

髙
橋　

朝
世

第
４　

新
井
志
保
子　

熊
井
戸
利
津
子

第
５　

仁
平　

隆
子　

瀧　
　

孝
子

第
６　

石
川　

和
代　

小
野
寺
喜
美
子

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

令和7年度の役員ら

（3）令和７年８月15日 いきいき豊島 第109号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



第
７　

沖
松　

良
子　

此
島　

澄
子

第
８　

畠
山　

広
子　
　

◎
事
務
局　

�

千
葉　

光
雄

◆
会
長
交
代
ク
ラ
ブ

�

（
〇
数
字
は
ブ
ロ
ッ
ク
番
号
）

①
西
巣
鴨
睦
福
寿
ク
ラ
ブ

�

（
退
任
）・
小
松　

傳
一

�

（
新
任
）・
石
合　

周
平

⑦
愛
要
会

�

（
退
任
）・
髙
長　

桂
子

�

（
新
任
）・
谷
口　

明
世

受
彰
者

◆
寿
・
百
歳
高
齢
者　
（
敬
称
略
）

天
野
ふ
く
子
（
悠
々
会
）

諏
訪　

朝
子
（
大
塚
百
寿
会
）

小
口
モ
ト
ミ
（
高
三
ク
ラ
ブ
）

豊
田　

み
よ
（
五
楽
会
）

藤
沼　

ユ
リ
（
千
歳
会
）

吉
川　

興
彦
（
池
袋
宮
元
互
楽
会
）

岸
岡　

初
江
（
池
本
二
丁
目
寿
会
）

坊
坂　

松
江
（
百
代
会
）

松
本
惠
美
子
（
南
長
三
北
部
福
寿
会
）

◆
区
高
連
役
員
６
年

小
松　

傳
一
（
西
巣
睦
福
寿
ク
ラ
ブ
）

北
澤　

義
一
（
禄
寿
会
）

高
松　

惣
平
（
北
大
塚
和
楽
会
）

小
川　
　

清
（
松
竹
ク
ラ
ブ
）　

　

遠
藤　

秀
信
（
百
寿
会
）

◆
区
高
連
役
員
12
年

　

井
田　

謙
三
（
池
袋
仲
む
つ
み
会
）

◆
会
員
増
強
・
奨
励
金
受
賞
ク
ラ
ブ

①�

折
戸
千
歳
会
・
西
巣
鴨
睦
福
寿
ク

ラ
ブ
・
末
広
会
・
悠
々
会
・
と
げ

ぬ
き
鵬
栄
会
・
巣
鴨
朋
友
会
・
栄

和
ち
と
せ
会

②�

大
塚
百
齢
会
・
池
袋
百
齢
会
・
大

塚
延
寿
会
・
東
南
第
三
ク
ラ
ブ

③�

静
和
ク
ラ
ブ
・
昭
寿
会
・
友
和
会
・

池
八
ク
ラ
ブ
・
宮
新
わ
か
ば
会

④�

亀
齢
会
・
高
南
ク
ラ
ブ
・
高
三
ク

ラ
ブ
・
と
し
ま
っ
く
す

⑤�

長
寿
ク
ラ
ブ
・
池
袋
仲
む
つ
み
会
・

高
齢
者
サ
ロ
ン
友
引
の
会

⑥�

池
袋
朗
高
齢
会
・
健
康
百
寿
会
・

シ
ス
ナ
ブ
健
康
文
化
ク
ラ
ブ

⑦�

高
三
長
寿
会
・
百
代
会
・
千
川
二

丁
目
百
々
代
会

⑧�

南
長
崎
四
丁
目
福
寿
会
・
長
崎
一

丁
目
か
や
の
木
会

�

（
以
上
31
ク
ラ
ブ
）

区老連令和６年度決算額と令和７年度予算額

収入の部

科目 令和６年度
決算額

令和７年度
予算額

前年度繰越金 487,024 1,011,058

会費 648,000 630,000

助成金 3,642,728 3,693,000

事業収入 2,646,000 3,258,000

分担金 648,000 630,000

雑収入 ※ 1,424,093 ※ 560,000

預り金 129,440 210,000

合計 9,625,285 9,992,058
※積立金の取り崩しを含む

支出の部

科目 令和６年度
決算額

令和７年度
予算額

老人クラブの育成指導 319,137 1,451,600

仲間作り促進
他の世代との交流促進 1,851,046 1,744,400

調査・研究・広報活動 312,523 347,800

活動推進費等
他の指導者との交流 406,257 591,500

その他社会活動費 3,321,862 3,248,300

分担金 648,000 630,000

寄付金 30,000 30,000

その他活動費 1,725,402 1,890,000

予備費
（次期繰越） 1,011,058 58,458

合計 9,625,285 9,992,058

（単位:円）

令和７年８月15日（4）いきいき豊島第109号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



《
令
和
７
年
１
月
以
降
分
》

▼
第
１
ブ
ロ
ッ
ク（
巣
鴨・北
大
塚
地
区
）

○�

３
月
19
日
栃
木
い
ち
ご
狩
り
旅
行

　

バ
ス
２
台
58
名

▼
第
２
ブ
ロ
ッ
ク（
南
大
塚
地
区
）

○�

２
月
25
日　

初
詣
バ
ス
旅
行
、
バ

ス
２
台
55
名

▼
第
３
ブ
ロ
ッ
ク（
上
池・東
池・北
大
地
区
）

▼
第
４
ブ
ロ
ッ
ク（
雑
司・高
田・目
白
地
区
）

○
６
月
４
日　
２・３・４
ブ
ロ
ッ
ク
合
同

　

メ
ロ
ン
狩
り
バ
ス
旅
行　

バ
ス
3
台

▼
第
５
ブ
ロ
ッ
ク（
西
池・目
白
周
辺
地
区
）

▼
第
６
ブ
ロ
ッ
ク（
池
袋・池
袋
本
町
地
区
）

○
２
月
５
日　

初
詣
バ
ス
旅
行
、43
名

○
輪
投
げ
選
抜
大
会
、27
名

▼
第
７
ブ
ロ
ッ
ク（
要・高
松・千
川
地
区
）

○�

４
月
16
日　

昭
和
記
念
公
園
バ
ス

旅
行
、バ
ス
１
台
43
名

▼
第
８
ブ
ロ
ッ
ク（
長
崎・南
長
崎
地
区
）

○�

２
月
４
日　

鎌
倉
三
浦
半
島
巡
り

　

バ
ス
旅
行
、バ
ス
１
台
37
名

★ 

ブ
ロ
ッ
ク
便
り 

★

　

単
位
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
、
い
つ
も

加
入
促
進
運
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
令
和
６
年
度
の

成
績
は
31
ク
ラ
ブ
が
目
標
を
達
成
さ

れ
、
ま
た
残
り
の
多
く
の
ク
ラ
ブ
も

会
員
の
減
少
を
止
め
、
増
加
に
転
ず

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
東
老
連
全

体
で
は
、
こ
こ
５
年
間
で
会
員
数
が

２
割
も
減
少
し
て
お
り
、
こ
れ
に
比

べ
て
豊
高
連
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
を
維

持
し
て
お
り
、
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
は
都
内
で
も
画
期
的
な
成
功

例
で
あ
り
、ど
ち
ら
の
ク
ラ
ブ
も「
意

外
に
、
や
れ
ば
で
き
る
！
」
と
の
確

信
を
お
持
ち
と
思
い
ま
す
。

▼
東
老
連
の
「
新
・
加
入
促
進
運
動
」

の
、
２
年
度
目
が
始
ま
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
豊
高
連
で
は
、
従
来
の
よ

う
な
「
実
行
委
員
会
」
は
特
に
設
け

て
お
り
ま
せ
ん
が
、こ
れ
ま
で
の「
奨

励
金
制
度
」
を
継
続
し
て
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

目　

標

〇
各
ク
ラ
ブ
の
達
成
目
標
は
、
会
員

数
の
10
％
（
四
捨
五
入
）
と
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
同
様
「
奨
励
金
制
度
」

は
継
続
し
ま
す
（
新
規
入
会
者
１
名

に
つ
き
、
５
０
０
円
の
奨
励
金
を
翌

年
度
当
初
に
贈
呈
）。

※
連
合
会
の
会
計
の
ひ
っ
迫
傾
向
か

ら
、
奨
励
金
も
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

〇
ブ
ロ
ッ
ク
目
標
も
決
め
、「
自
ブ

ロ
ッ
ク
の
目
標
（
所
属
ク
ラ
ブ
目
標

の
合
計
数
）の
達
成
」を
め
ざ
す
こ
と
。

〇
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
ク
ラ
ブ
の
解
散
や

休
止
を
防
ぎ
、
合
併
な
ど
会
員
数
の

減
少
防
止
に
も
努
め
る
こ
と
。

▼
募
集
状
況
報
告
の
お
願
い　

【
中
間
報
告
】　　

①
各
ク
ラ
ブ
で
は
、
８
月
末
、
お
よ

び
11
月
末
の
成
績
を
ブ
ロ
ッ
ク
長
に

ご
報
告
く
だ
さ
い
。

②
各
ブ
ロ
ッ
ク
長
は
、
９
月
と
11
月

の
幹
部
会
に
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
成
績

を
ご
報
告
く
だ
さ
い
。

【
最
終
報
告
】

③
各
ク
ラ
ブ
は
、３
月
末
日
ま
で
に
、

そ
れ
ま
で
の
新
規
加
入
者
数
を
ブ

ロ
ッ
ク
長
に
ご
報
告
く
だ
さ
い
。

�

≪
成
績
集
計
・
広
報
部
≫

令
和
６
年
度
は
31
ク
ラ
ブ
が
目
標
達
成

会
員
募
集
ご
協
力
の
お
願
い

古河桃まつりに参加
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定
例
理
事
会

（
全
ク
ラ
ブ
会
長
会
）

振
り
返
り
と
展
望

 

２
月
14
日
（
金
）、
Ｉ
Ｋ
Ｅ
・
Ｂ

ｉ
ｚ
と
し
ま
産
業
振
興
プ
ラ
ザ
で
、

定
例
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
員
増
強
な
ど
、
今
年
度
の
諸
活

動
を
振
り
返
り
報
告
す
る
と
と
も

に
、
令
和
７
年
度
の
行
事
予
定
を
発

表
し
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
各
単
位
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
か
ら
悩
み
や
要
望
を
い
た

だ
き
、
今
後
の
活
動
に
向
け
て
の
貴

重
な
意
見
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
27
日
（
木
）
Ｉ
Ｋ
Ｅ
・
Ｂ
ｉ

ｚ
と
し
ま
産
業
振
興
プ
ラ
ザ
で
、
今

期
最
後
の
「
指
導
者
研
修
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
東
京
都
健
康
長
寿
医

療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
の
大お
お
た田
崇た

か
ひ
さ央
先

生
（
博
士
）
に
、「
フ
レ
イ
ル
予
防

に
効
果
的
な
身
体
活
動
」
に
つ
い
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
区
内
全
ク
ラ
ブ
か
ら
１
６
０

名
余
り
の
役
員
の
皆
さ
ん
が
集
ま
り
、

熱
心
に
聴
講
さ
れ
ま
し
た
。

フ
レ
イ
ル
予
防
の
３
大
目
標

「
栄
養
・
運
動
・
社
会
参
加
」

　

会
員
は
、
３
大
目
標
の
う
ち
「
社

会
参
加
」
に
つ
い
て
は
日
頃
か
ら
ク

ラ
ブ
活
動
で
十
分
に
果
た
し
て
い
ま

す
。
あ
と
は
「
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

生
活
」
と
「
適
度
な
運
動
の
継
続
」

が
課
題
だ
と
理
解
で
き
ま
し
た
。

　

我
々
高
齢
者
の
得
意
技
「
ラ
ジ
オ

体
操
」
が
、
世
界
に
誇
れ
る
素
晴
ら

し
い
健
康
法
で
あ
る
こ
と
も
再
認
識

で
き
た
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。

３
月
10
日
（
月
）
豊
島
体
育
館
で
、

今
期
３
度
目
の
健
康
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
目
白
警
察
署
の

女
性
警
察
官

か
ら
「
交
通

安
全
と
新
型

詐
欺
の
被
害

防
止
」
に
つ

い
て
の
お
話

が
あ
り
ま
し

た
。健

康
教
室

は
、
い
つ
も

指
導
者
研
修
会

「
フ
レ
イ
ル
予
防
講
座
」

予
防
の
鍵
は
三
本
柱

春
の
健
康
教
室

体
も
心
も
充
実

活
動
報
告

活
動
報
告

より良い運営を目指して

健康づくりは知ることから心ひとつにフォークダンス

令和７年８月15日（6）いきいき豊島第109号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



の
よ
う
に
木
津
先
生
の
軽
快
な
ト
ー

ク
と
ご
指
導
で
、
リ
ズ
ム
体
操
・
脳

ト
レ
あ
そ
び
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
参
加
者
（
会
員

89
名
・
一
般
１
名
）
は
た
っ
ぷ
り
体

を
動
か
し
、
心
も
和
む
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

第
40
回
区
長
杯
・

選
抜
輪
投
げ
大
会

4
連
覇
阻
止
　

�

百
代
会
が
優
勝

　

５
Ｍ
式
輪
投
げ
大
会
は
、
こ
れ
ま

で
親
和
豊
寿
会
が
３
連
覇
中
で
し
た

が
、
4
月
14
日
（
月
）
豊
島
体
育

館
で
行
っ
た
第
40
回
大
会
で
、
新

鋭
・
百
代
会
が
つ
い
に
僅
差
で
親
和

豊
寿
会
を
破
り
、
見
事
初
優
勝
さ
れ

ま
し
た
！　

区
内
全
ブ
ロ

ッ
ク
か
ら
選

抜
さ
れ
た
31

チ
ー
ム
（
約

１
６
０
名
）

を
集
め
た
今

大
会
は
、
区

長
杯
と
金
銀

銅
の
メ
ダ
ル

を
懸
け
て
、

大
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

【
大
会
成
績
】

優　
勝　
百
代
会　
　
　

４
６
６
点

準
優
勝　
親
和
豊
寿
会　

４
５
３
点

３　
位　
南
長
崎
四
丁
目
福
寿
会　

４
０
９
点

４　
位　
大
塚
延
寿
会　

３
８
５
点

５　
位　
高
三
長
寿
会　

３
７
８
点

６　
位　
百
寿
会　
　
　

３
７
１
点

飛
び
賞
14
位　

南
長
崎
三
丁
目
北
部
福
寿
会

B
B
賞　
悠
々
会

　

上
位
６
チ
ー
ム
は
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
に
本
区
代
表
チ
ー
ム
と
し
て
派

遣
さ
れ
ま
す
。

優
勝
・
百
代
会
の
牧
山
会
長
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
！

Ｑ
「
昨
秋
の
３
M
式
大
会
で
の
３

位
入
賞
に
続
い
て
の
快
挙
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！　

ク
ラ
ブ
で
は

ど
ん
な
練
習
を
さ
れ
て
ま
す
か
？
」

Ａ
「
輪
投
げ
の
メ
ン
バ
ー
は
今
の
５

人
だ
け
で
す
が
、
月
２
回
の
練
習
を

重
ね
る
う
ち
に
向
上
心
も
芽
生
え
て
、

い
つ
も
４
０
０
点
を
目
指
す
よ
う
に

な
り
ま
し
た
！　

今
回
の
４
６
６
点

は
チ
ー
ム
の
新
記
録
で
す
！
」

　

ま
た
、「
い
つ
も
最
高
点
は
90
代

の
男
性
で
す
」
と
、
チ
ー
ム
の
仲
の

良
さ
や
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
楽
し
さ
を

終
始
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

東
老
連
「
城
西
ブ
ロ
ッ
ク
・

輪
投
げ
大
会
」

豊
島
区
か
ら
３
位
入
賞

　

６
月
２
日
（
月
）、
練
馬
区
・
光

が
丘
体
育
館
で
今
期
大
会
は
開
催
さ

れ
、
練
馬
・
板
橋
・
豊
島
・
中
野
・

杉
並
の
各
区
代
表
30
チ
ー
ム
が
対
戦

し
ま
し
た
。
豊
島
区
代
表
チ
ー
ム
は

大
健
闘
の
末
、
見
事
３
位
に
南
長
崎

四
丁
目
福
寿
会
、
10
位
に
親
和
豊
寿

会
、
以
下
18
位
に
百
寿
会
、
19
位
に

高
三
長
寿
会
、
21
位
に
百
代
会
、
26

位
に
大
塚
延
寿
会
が
入
賞
し
、
好
成

績
を
上
げ
ま
し
た
。

　

優
勝
は
杉
並
区
の
若
葉
会

（
４
７
０
点
）、
準
優
勝
は
板
橋
区
の

赤
塚
百
寿
会
（
４
６
０
点
）
で
、
接

戦
で
し
た
。

３位入賞の南長崎四丁目福寿会

優勝の百代会の皆さん優勝の百代会の皆さん

（7）令和７年８月15日 いきいき豊島 第109号
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　３月 21日（金）南大塚ホールで、恒例の芸能まつりを開催しました。今回は出演者 19　３月 21 日（金）南大塚ホールで、恒例の芸能まつりを開催しました。今回は出演者 19
組２０８名をはじめ、会員・一般区民の方々など１００名を超えるご参加があり、スタッフ組２０８名をはじめ、会員・一般区民の方々など１００名を超えるご参加があり、スタッフ
を含め３２０名余りが集い、大変盛会となりました。を含め３２０名余りが集い、大変盛会となりました。
　生きがいづくりの発表の場である芸能まつりは、皆さまの意欲あふれる熱演により、会場　生きがいづくりの発表の場である芸能まつりは、皆さまの意欲あふれる熱演により、会場
全体が高揚感に包まれました。日頃の歌や踊りは、１年を通じての楽しみの一つですが、そ全体が高揚感に包まれました。日頃の歌や踊りは、１年を通じての楽しみの一つですが、そ
の成果を積極的にご披露される様子が観客にも伝わり、愉快で和やかなひとときを共有するの成果を積極的にご披露される様子が観客にも伝わり、愉快で和やかなひとときを共有する
ことができました。そして、ご熱演の後の皆さまの「やり切った……！」といった、達成感ことができました。そして、ご熱演の後の皆さまの「やり切った……！」といった、達成感
あふれるお顔がとても印象的でしあふれるお顔がとても印象的でし
た。これこそが芸能まつりの醍醐た。これこそが芸能まつりの醍醐
味なのでしょう。味なのでしょう。
　クラブ活動での一体感や連帯感　クラブ活動での一体感や連帯感
の楽しさに浸ることのできた発表の楽しさに浸ることのできた発表
会でした。会でした。

一体感が生む笑顔一体感が生む笑顔

芸能まつり

西池永寿会西池永寿会

大勢の観客が大勢の観客が
見守りました見守りました

来賓挨拶来賓挨拶

豊島区長　高際みゆき氏   豊島区長　高際みゆき氏   

「買い物ブギ」「買い物ブギ」
を熱唱！を熱唱！

開会あいさつ開会あいさつ

令和７年８月15日（8）いきいき豊島第109号
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巣鴨朋友会 巣鴨朋友会 

染井さくら会染井さくら会

第２ブロック合同第２ブロック合同 第２ブロック合同第２ブロック合同

千川２丁目百々代会千川２丁目百々代会

悠々会悠々会

雑二ときわクラブ雑二ときわクラブ

池袋仲むつみ会池袋仲むつみ会

長崎二丁目寿会長崎二丁目寿会
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春
の
体
力
測
定
会

記
録
続
け
て
健
康
維
持  

　

5
月
22
日
（
木
）、
雑
司
が
谷
体

育
館
で
春
の
体
力
測
定
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
で
7
回
目
と
な
る
測
定
会
に

は
、
75
名
の
お
申
込
み
が
あ
り
、
当

日
は
会
員
52
名
、
ス
タ
ッ
フ
を
含
め

75
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

使
用
し
て
き
た
「
体
力
測
定
手
帖
」

が
満
了
と
な
る
方
に
は
、
新
し
い
手

帖
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

全
て
の
測
定
を
終
え
た
方
に
は
集

計
表
を
提
出
い
た
だ
き
、
今
回
は
撮

影
に
よ
る
記
録
で
は
な
く
、
一
旦
回

収
し
て
デ
ー
タ
入
力
後
に
返
却
す
る

方
法
で
、
よ
り
円
滑
に
進
行
で
き
ま

し
た
。

　

最
後
の「
6
分
間
歩
行
」で
は「
無

理
を
せ
ず
マ
イ
ペ
ー
ス
で
」
と
の
案

内
に
も
関
わ
ら
ず
、
つ
い
競
い
合
う

場
面
も
見
ら
れ
、
皆
さ
ん
の
意
欲
を

感
じ
ま
し
た
。
閉
会
は
神
永
副
会
長

の
あ
い
さ
つ
で
和
や
か
に
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。

　

６
月
９
日（
月
）豊
島
体
育
館
に
て
、

新
方
式
で
の
第
８
回
区
高
連
ボ
ッ

チ
ャ
選
抜
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
32
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

午
後
の
み
新
方
式
で
実
施
。
参
加

チ
ー
ム
が
多
く
な
り
、
全
チ
ー
ム
が

同
時
に
競
技
で
き
な
い
現
状
を
踏
ま

え
て
の
運
営
変
更
で
す
。

　

新
し
い
運
営
ル
ー
ル
で
は
、
３
エ

ン
ド
制
と
し
各
チ
ー
ム
３
試
合
を
行

い
ま
し
た
。
チ
ー
ム
編
成
は
１
チ
ー

ム
３
人
、
交
代
要
員
を
含
め
て
４
人

で
、
１
名
以
上
女
子
を
含
む
こ
と
が

規
定
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
次
回

か
ら
も
周
知
徹
底
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

審
判
兼
記
録
係
を
各
チ
ー
ム
の
代

表
者
が
務
め
ま
し
た
が
、
慣
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
今
後
の
課
題
と
な
り
ま

し
た
。

　

成
績
は
、
３
エ
ン
ド
の
勝
ち
数
と

総
得
点
で
順
位
を
つ
け
ま
し
た
。

【
大
会
成
績
】

優　
勝　
南
長
崎
三
丁
目
北
部
福
寿
会

　
　
　
　

３
勝　

16
得
点

第
２
位　
池
袋
仲
む
つ
み
会

　
　
　
　

３
勝　

15
得
点

第
３
位　
と
し
ま
っ
く
す
B

　
　
　
　

３
勝　

10
得
点

第
８
回
区
高
連

ボ
ッ
チ
ャ
選
抜
大
会

新
ル
ー
ル
導
入

活
動
報
告

活
動
報
告

自身の体を知るきっかけに

新ルールの中でも果敢に投球

令和７年８月15日（10）いきいき豊島第109号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
Ａ
チ
ー

ム
は
、
と
し
ま
っ
く
す
Ｂ
と
３
勝
10

得
点
で
並
び
ま
し
た
が
、
最
終
の
エ

ク
ス
ト
ラ
で
敗
れ
、
惜
し
く
も
４
位

で
し
た
。
ま
た
、
90
歳
以
上
の
参
加

選
手
７
名
へ
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　

試
合
の
進
行
は
ス
ム
ー
ズ
で
、
予

定
よ
り
早
く
終
了
し
ま
し
た
。
皆
さ

ま
の
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

6
月
19
日
（
木
）
雑
司
が
谷
体
育

館
で
本
年
度
１
回
目
の
健
康
教
室
を

開
き
ま
し
た
。
梅
雨
明
け
を
思
わ
せ

る
よ
う
な
酷
暑
の
日
で
し
た
が
、
68

名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。今

回
も
目
白
警
察
署
の
交
通
係
・

防
犯
係
の
方
々
に
よ
る
「
自
転
車
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
」
や
「
詐
欺
電
話

ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」
の
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
、
引
き
締
ま
っ
た
気
持
ち

で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
木
津
先
生
の
軽
快
な

初
夏
の
健
康
教
室

健
チ
ャ
レ
１
０
０
ポ
イ
ン
ト
へ

ト
ー
ク
と
ご
指
導
で
、
全
身
を
し
っ

か
り
と
ほ
ぐ
す
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
は
、パ
ー

ト
ナ
ー
が
う
ま
く
次
の
人
に
タ
ッ
チ

で
き
な
い
場
面
も
あ
り
、
愉
快
な
混

乱
が
起
こ
り
、
じ
ゃ
ん
け
ん
ゲ
ー
ム

で
は
思
い
と
声
、指
先
が
一
致
せ
ず
、

大
き
な
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し

た
。ま

た
、今
回
か
ら
こ
の
行
事
は「
健

チ
ャ
レ
ポ
イ
ン
ト
」
１
０
０
ポ
イ
ン

ト
に
昇
格
し
ま
し
た
！　

高
得
点
を

獲
得
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　「
健
チ
ャ
レ
ポ
イ
ン
ト
」
は
、
合
計

４
０
０
Ｐ
に
な
っ
た
ら
、
お
早
め
に

「
と
し
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
カ
ー
ド
」

に
交
換
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
！

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
映
画
会

お
終
活
　
再
春
！

�

人
生
ラ
プ
ソ
デ
ィ

　

７
月
８
日
（
火
）
南
大
塚
ホ
ー
ル

で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
映
画
会
を
開
催

し
、「
お
終
活　

再
春
！
人
生
ラ
プ

ソ
デ
ィ
」
を
上
映
し
ま
し
た
。

　

高
畑
淳
子
、
橋
爪
功
、
剛
力
彩
芽

な
ど
多
彩
な
ス
タ
ー
が
繰
り
広
げ
る

人
生
ラ
プ
ソ
デ
ィ
で
、
２
０
２
２
年

に
上
映
し
た
「
お
終
活　

熟
春
！
人

生
、
百
年
時
代
の
過
ご
し
方
」
の
第

２
弾
で
す
。
午
前
の
部
10
時
の
回
は

第
５
～
第
８
ブ
ロ
ッ
ク
、
午
後
の
部

13
時
半
の
回
は
第
１
～
４
ブ
ロ
ッ
ク

の
皆
さ
ま
が
鑑
賞
さ
れ
、
大
変
盛
況

と
な
り
ま
し
た
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
を
明
る
く
元

気
に
生
き
抜
く
た
め
の
活
力
が
、
多

く
の
方
の
心
に
届
い
た
よ
う
で
し
た
。

楽しく全身運動
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常
任
理
事
・
女
性
委
員
・

新
任
理
事
宿
泊
研
修
会

運
営
の
手
引
き
再
確
認

　

６
月
23
日
（
月
）、
24
日
（
火
）、

阿
武
隈
の
母
畑
温
泉
「
八
幡
屋
」
を

会
場
に
、
宿
泊
研
修
会
を
開
き
ま
し

た
。途
中
那
須
高
原
で
昼
食
を
取
り
、

白
河
の
小
峰
城
跡
を
周
遊
し
見
学
を

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
八
幡
屋
」

に
早
め
の
到
着
と
な
り
、
参
加
者
20

名
出
席
の
も
と
研
修
会
を
開
き
ま
し

た
。

　

昨
年
発
行
さ
れ
た
「
高
齢
者
ク
ラ

ブ
運
営
の
手
引
き
」
の
内
容
に
沿
っ

て
、
実
情
に
即
し
た
利
用
法
や
、
各

ク
ラ
ブ
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
、
ま

た
厚
労
省
発
表
の
テ
キ
ス
ト
「
地
域

共
生
の
推
進
に
向
け
た
老
人
ク
ラ
ブ

と
の
協
働
を
目
指
し
て
」
を
も
と
に

し
た
「
活
動
振
り
返
り
・
見
直
し
の

た
め
の
手
引
き
」
に
つ
い
て
も
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
参
考
に
実
情
報
告
や
意
見
交
換
も

行
い
ま
し
た
。　

　

課
題
は
、
地
域
社
会
と
の
共
生
・

協
働
を
、
い
か
に
シ
ニ
ア
層
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
か
で
す
。
前
期
高
齢
者

向
け
の
活
動
と
、
積
極
的
な
会
員
勧

誘
が
ま
す
ま
す
必
要
だ
と
再
認
識
し

ま
し
た
。

　

研
修
会
の
後
は
、
豪
華
な
大
浴
場

や
変
化
に
富
む
露
天
風
呂
の
湯
め
ぐ

り
を
楽
し
み
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
を
し
て

に
ぎ
や
か
な
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

クラブの未来を考えました

久しぶりの宿泊研修会に笑顔久しぶりの宿泊研修会に笑顔

「
と
し
ま
の
記
憶
を
つ
な
ぐ
会
」

紹
介

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
と
し
ま
の
記
憶
を
つ

な
ぐ
会
」
は
、
豊
島
区
を
中
心
と

す
る
歴
史
・
文
化
・
暮
ら
し
な
ど

の
過
去
の
記
憶
を
、
次
世
代
に
語

り
継
ぐ
「
映
像
」
と
し
て
収
集
・

蓄
積
し
、
そ
れ
を
後
世
に
残
す
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
３
７
０
本
余
り
の

映
像
を
す
で
に
公
開
し
て
お
り
、

今
回
は
そ
の
中
の
一
つ
江
戸
川
乱
歩

の
孫
、憲
太
郎
氏
の
語
る
「
旧
江
戸

川
乱
歩
邸
と
土
蔵
見
学
」
と
い
う

動
画
を
ス
マ
ホ
で
見
て
、
改
装
し

た
ば
か
り
の
乱
歩
邸
を
見
学
し
て

き
ま
し
た
。
乱
歩
の
終
の
棲
家
で
、

そ
の
生
涯
と
作
品
に
思
い
を
は
せ

る
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

お
手
元
の
ス
マ
ホ
や
Ｐ
Ｃ
で

「
と
し
ま
の

記
憶
ア
ー
カ

イ
ブ
」
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
面
白

い
で
す
よ
。

旧江戸川乱歩邸旧江戸川乱歩邸

ト

ピ

ッ

ク

ス
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お
す
す
め
の
１
冊

コラム「
そ
れ
で
も
あ
な
た
は
長

生
き
し
た
い
で
す
か
？
」�

�

富ふ

家け　
　
孝た
か
し　
著

2
0
2
4
年
1
月
出
版

ベス
ト
ブ
ッ
ク（
１
７
６
０
円
）

　
医
師
、
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
。現
在
の
終
末
期
医
療
の
真
実

を
詳
細
に
レ
ポ
ー
ト
。い
く
つ
も

の
選
択
肢
の
中
か
ら
、自
身
の
終

末
期
の
迎
え
方
を
考
え
る
…
…
。

そ
の
た
め
の
参
考
書
。

「
片
岡
球
子
画
伯
の
こ
と
」

「
富
士
」
や
「
面
つ
ら
が
ま
え構
」
の
連
作
で
独

創
的
な
世
界
を
描
き
あ
げ
た
日
本
画

家
・
片
岡
球
子
。
伝
統
的
な
日
本
画

の
精
神
は
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
情
熱

の
色
彩
と
力
強
い
画
風
で
従
来
の
日

本
画
の
常
識
を
覆
し
た
。
18
歳
か
ら

美
術
の
道
に
入
り
、
帝
展
で
落
選
し

続
け
た
後
、
27
歳
で
院
展
に
初
入
選

す
る
も
そ
の
後
は
落
選
。
「
落
選
の

神
様
」
と
呼
ば
れ
る
な
ど
長
い
期
間

苦
悩
す
る
。
そ
の
個
性
が
発
揮
さ
れ

た
の
は
戦
後
に
入
っ
て
か
ら
だ
っ

た
。
諦
め
る
こ
と
な
く
己
の
画
風
を

完
成
さ
せ
て
い
っ
た
片
岡
球
子
。
強

い
信
念
で
描
き
続
け
た
画
家
人
生
で

し
た
。

＊
１
９
８
９
年　

文
化
勲
章
受
賞

【
文
・
顔
写
真
と
も
】≪

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ー
カ
イ

ブ
ス
よ
り
転
載≫

片岡球子画伯

◆
サ
ー
ク
ル
参
加
者
募
集

▼
「
清
和
ひ
ろ
ば
・
川
柳
サ
ー
ク
ル
」

シ
ニ
ア
川
柳
の
指
導・藤
井
敬
三
先
生
、

月
５
０
０
円
、毎
月
第
３
木
曜
午
後
２
時

問
い
合
わ
せ
先・杉
山
（
巣
鴨
朋
友
会
）

�

☎
０
３
‐
３
９
１
８
‐
２
９
０
４

▼
「
と
し
ま
っ
く
す
・
麻
雀
サ
ー
ク
ル
」

南
池
袋
ひ
ろ
ば
・
初
心
者
歓
迎
指
導

問
い
合
わ
せ
先・神
永（
と
し
ま
っ
く
す
）

�
☎
０
３
‐
３
９
８
４
‐
９
８
０
１

▼
「
西
池
永
寿
会
・
太
極
拳
サ
ー
ク
ル
」

西
池
袋
第
二
公
園
で
練
習

問
い
合
わ
せ
先・中
島
（
西
池
永
寿
会
）

�

☎
０
３
‐
３
９
５
７
‐
２
５
５
６

■
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
欄

で
す
。
次
号
の
掲
載
サ
ー
ク
ル
を
募

集
し
ま
す
！　

広
報
部
へ
ご
連
絡
を
。

「
皇
居
の
一
般
参
観
」

「
皇
居
の
一
般
参
観
」

皇
居
内
を
ガ
イ
ド
付
き
で
見
学
で

き
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。（
無
料
）

桔
梗
門
か
ら
入
り
窓
明
館
で
休

憩
、
各
国
語
で
の
説
明
を
聞
い
た
の

ち
、
言
語
別
の
組
に
分
け
ら
れ
て
見

学
に
入
り
ま
す
。
富
士
見
櫓
や
宮
殿

東
庭
・
宮
殿
・
山
下
通
り
な
ど
、
主

な
建
物
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
巡
り

ま
す
。

１
時
間
強
の
歩
行
見
学
で
、
か
な

り
し
っ
か
り
歩
き
ま
す
の
で
、
歩
き
や

す
い
服
装
と
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

大
勢
の
参
加
者
で
に
ぎ
や
か
で
す
。

参
観
は
火
～
土
曜
の
午
前
午
後
各

１
回
。

（
臨
時
の
休
止
日
も
あ
り
要
確
認
）

〇
事
前
受
付
と
当
日
受
付
あ
り

　

問
い
合
わ
せ
・
０
３

‒

５
２
２
３

‒

８
０
７
１

　

宮
内
庁
・
管
理
課
参
観
係
（
火
～
土
）

  

「
皇
居
一
般
参
観
」
で
検
索
が
便
利
。水分補給を忘れずに

お
す
す
め
の
見
学
コ
ー
ス
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豊
島
区
高
連
文
壇

豊
島
区
高
連
文
壇

本
紙
へ
の
投
稿

■
文
芸
欄

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
な
ど

�

（
な
る
べ
く
新
作
で
一
人
３
句
ま
で
）

■
読
者
欄

ご
意
見
・
感
想
・
要
望
な
ど
。

▼
す
べ
て
〆
切
は
６
月
末
日
、
11
月
末

日
ま
で
。
い
ず
れ
も
所
属
ク
ラ
ブ
と
お

名
前
明
記
の
上
、
事
務
局
ま
で
ご
寄
稿

く
だ
さ
い
（
誌
面
上
で
は
ペ
ン
ネ
ー
ム

や
雅
号
も
可
）。
た
だ
し
掲
載
の
可
否

は
編
集
部
に
お
任
せ
い
た
だ
き
ま
す
。

池
袋
朗
高
齢
会

真
実
を
言
え
ば
修
羅
場
と
な
り
ぬ
べ
し

　
ハ
マ
エ
ン
ド
ウ
の
花
に
手
触
る
る

姉
を
コ
ス
モ
ス
吾
を
ア
ザ
ミ
に
喩
え
た
る

　
亡
父
が
好
み
の
ダ
リ
ア
咲
き
初
む

い
つ
の
ま
に
こ
ん
な
身
体
に
老
い
た
る
や

　
仕
切
り
直
し
は
も
う
で
き
な
い
わ

�

林
　
　
義
子

【
お
詫
び
】
前
号
で
、
林
義
子
様
の
一
句
目
を
一
字
誤

植
い
た
し
ま
し
た
。
深
く
お
詫
び
し
て
、
こ
こ
に
再

掲
載
い
た
し
ま
す
。

公
園
に
待
つ
人
も
な
く
リ
ス
に
座
し

　
水
引
草
の
小
花
し
ご
け
り

�

林
　
　
義
子

南
長
崎
四
丁
目
福
寿
会

秋
晴
れ
の
錦
秋
の
中
黙
々
と

　
草
食
む
牛
の
お
お
ら
か
き
か
な

�

星
　
伎
久
江

南
長
崎
四
丁
目
福
寿
会

船
頭
の
棹
さ
す
影
や
秋
深
し

道
の
端
に
野
菊
哀
し
き
古
戦
場

�

星
　
伎
久
江

雑
一
お
も
と
会

如
月
や
逢
っ
て
お
か
う
よ
逢
え
る
う
ち

大
時
計
と
ま
り
し
ま
ま
に
夏
館

�

河
村
　
信
子

青
空
や
蝋
梅
の
咲
き
は
じ
め
た
る

春
宵
や
雨
に
ま
じ
り
て
白
き
も
の

�

西
尾
寿
美
子

行
き
過
ぎ
て
ま
た
歩
を
返
す
梅
の
香
よ

春
宵
や
さ
め
て
さ
め
ざ
る
夢
の
彩

�

間
　
美
恵
子

白
梅
を
数
え
る
指
に
風
や
わ
ら

春
寒
し
雨
切
望
の
大
船
渡

�

江
田
　
廣
子

俳
句
会
学
ぶ
喜
び
卒
寿
の
春

雨
上
が
り
眩
し
さ
し
の
ぐ
日
傘
か
な

�

佐
々
木
和
子

南
長
崎
三
丁
目
北
部
福
寿
会

穂
を
た
れ
て
し
ず
か
に
ゆ
れ
る
音
さ
や
か

�

沖
浦
千
恵
子

飛
行
音
大
寒
の
街
か
け
ぬ
け
る

�

長
谷
山
ツ
ネ

朝
つ
ゆ
に
喜
ぶ
花
に
声
か
け
た

�

北
野
　
照
子

秋
空
に
飛
行
機
雲
が
大
作
を

�
成
澤
　
美
代

高
三
ク
ラ
ブ

寝
不
足
も
幸
せ
と
言
い
パ
パ
一
号

お
見
合
い
で
首
縦
に
振
り
六
十
年

�

村
山
千
代
子

末
広
会

老
人
会
ど
じ
ょ
う
す
く
い
で
盛
り
上
が
り

飛
入
り
の
お
か
め
ひ
ょ
っ
と
こ
受
け
に
受
け

�

老
　
楽
　
生

高
松
交
友
会

食
べ
ち
ゃ
っ
て
あ
っ
と
驚
く
賞
味
切
れ

山
手
線
忘
れ
た
傘
は
三
周
目

�

笠
原
た
か
し

江
戸
橋
寿
会

こ
ろ
ぶ
な
よ
杖
を
頼
り
の
ミ
ニ
散
歩

花
筏
乗
せ
て
い
き
た
い
次
の
世
に

�

中
野
　
正
子

折
戸
千
歳
会

近
頃
は
メ
モ
持
っ
て
て
も
買
い
忘
れ

痛
み
止
め
塗
り
ぬ
り
踊
る
盆
踊
り

�

原
　
ハ
ツ
エ

巣
鴨
朋
友
会

物
持
た
ず
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
の
空
間
美

笑
っ
て
る
「
黙
」
の
掛
け
軸
長
電
話

�

千
原
喜
美
江

残
り
酒
煮
物
に
ち
ょ
っ
と
隠
し
味

�

中
田
　
節
子

と
り
あ
え
ず
挨
拶
し
た
が
誰
だ
っ
け

パ
ソ
コ
ン
が
出
来
ず
開
か
ず
の
ウ
イ
ン
ド
ウ

�

佐
藤
ま
さ
あ
き

着
飾
れ
ば
爺
も
少
し
は
い
い
男

し
た
い
け
ど
中
々
で
き
ぬ
ハ
グ
と
キ
ス

今
余
命
も
う
飾
ら
ず
に
あ
り
の
ま
ま

�

杉
　
　
　
爺

短
　
歌

俳
　
句

川
　
柳
（
し
に
や
せ
ん
）
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私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



▼
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
60
に
表
紙
絵
の
陶
板
壁
画
が
あ
る

こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
有
名
な
片
岡

画
伯
の
大
作
だ
と
は
知
ら
ず
ご
紹
介
が
遅
れ
ま
し

た
。
他
に
も
区
内
に
は
ま
だ
ま
だ
紹
介
す
べ
き
作
品

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

▼
豊
高
連
は
こ
こ
数
年
で
す
っ
か
り
役
員
が
若
返

り
、
戦
後
育
ち
の
団
塊
の
世
代
が
主
体
に
運
営
を
担

い
始
め
ま
し
た
。
高
齢
者
の
意
識
も
戦
後
80
年
で
変

わ
っ
て
当
然
、
ク
ラ
ブ
も
ブ
ロ
ッ
ク
も
連
合
会
も
、

こ
の
新
時
代
に
合
わ
せ
て
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
進
路
を
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に
探
し
て
い
く
の
が
広
報
部

の
仕
事
で
す
。
よ
ろ
し
く
ご
指
導
く
だ
さ
い
。

▼
総
務
部
・
文
化
保
健
部
・
体
育
部
・
友
愛
奉
仕
部
が
、
そ

れ
ぞ
れ
連
合
会
活
動
を
分
担
し
、
連
携
し
て
活
動
す
る
体
制

が
整
い
ま
し
た
。
物
価
高
騰
な
ど
困
難
な
ご
時
勢
で
す
が
、

各
部
長
さ
ん
方
を
中
心
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
本
年
度
も
諸
活

動
を
進
め
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
Ｈ
Ｐ
「
し
に
あ
ナ
ビ
と
し
ま
」
は
、私
た
ち
の
情
報
源
で
す
。

こ
の
会
誌
よ
り
も
、
早
く
て
詳
し
い
情
報
で
す
。
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

▼
広
報
部
長
を
務
め
て
６
年
、
こ
の
会
誌
の
刷
新
と
Ｈ
Ｐ
の

開
設
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
で
90
歳
の
役
職
定
年

を
迎
え
て
副
会
長
を
退
任
し
、
相
談
役
と
な
り
ま
し
た
。
広

報
部
長
は
引
継
ぎ
の
た
め
今
期
も
務
め
、
あ
と
は
後
進
に
譲

る
つ
も
り
で
す
。�

（
杉
山
）

�

し
に
あ
ナ
ビ
と
し
ま　

h
ttp
s://to

sh
im
a
-se
n
io
r.jp
/

広
報
部

相
談
役
・
広
報
部
長　

杉
山　

鈴
谷

広
報
部
・
副
部
長　
　

鈴
木　

孝
司

広
報
部
員　
　
　
　
　

小
川　
　

清

　
　
　
　

〃　
　
　
　

渡
邊　

敏
史

　
　
　
　

〃　
　
　
　

高
橋
み
よ
子

編 集 後 記

しにあナビとしま

E-メール toshima.elder.club@sunny.ocn.ne.jp

きらぼし銀行きらぼし銀行

事
務
所
員
は
火
曜
日
、
木
曜
日
に
常
駐
し

て
い
ま
す
。
勤
務
時
間
は
午
前
9
時
30
分

か
ら
午
後
4
時
で
す
。

■
ス
ポ
ン
サ
ー
の
皆
様
へ
の
御
礼

　

本
紙
の
発
行
に
ご
協
賛
く
だ
さ
い
ま
し
た
ス

ポ
ン
サ
ー
の
皆
様
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
支
援
ご
協
賛
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

い
き
い
き
豊
島
（
豊
島
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

　

発　

行　

人　

外　

山　

克　

己

　

電　
　
　

話　

〇
三

−

五
九
五
〇

−
二
五
一
一

　

制
作
・
印
刷　

株
式
会
社
ニ
チ
コ
ミ

　

電　
　
　

話　

〇
三

−

五
七
一
八

−

三
九
〇
〇

　

h
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w
w
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m
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（15）令和７年８月15日 いきいき豊島 第109号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。

いきいき豊島 令和７年８月15日（16）第109号

❖シニア（中高年）の皆さま。あなたはリタイア後の長い第二の人生を、どう過ごされますか…。
　渋沢栄一翁は｢四十五十ははなたれ小僧、六十七十働き盛り、八十九十でお迎え来たら、百まで待てと
追い返せ｣といいました。元気な後期高齢期を迎えるためには、六十七十の前期のうちから豊かな趣味や
交遊も始めて、「生きがい」に満ちた長いセカンド・ライフ（こころ豊かな余生）を送りましょう。
❖そんなあなたを私たち高齢者クラブはいつでもお待ちしております。お近くの「区民ひろば」にまずご
相談ください。

事
務
職
員
不
在
の
時
は
、
豊
島
区
高
齢
者
福
祉
課

電
話
：
０
３
ー
４
５
６
６
ー
２
４
２
９
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す

豊島区高齢者クラブ連合会

問い合わせ先問い合わせ先


